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溶液ＮＭＲ（Varian Unity Plus 500FT-NMR Spectrometer ）を使用し、1Hおよび13C
の核について測定を行った。溶液の温度は253～353(K)とした。溶質にトリグリセリ
ド（3本鎖）とエステル（1本鎖）を用いて、それぞれmethyleneの炭素数(n)は10～20
のものを用いた。溶媒にはtoluene,1-chloronaphthalene, chloroform を用いた。Ｎ
ＭＲにおける磁気異方性効果を用いると、芳香環とアルキル基の間の分子間相互作用
が見かけ上増幅するので、その分子間相互作用の小さな変化が観測できる。 
また、構造の似かよった1本鎖と3本鎖のスペクトルを比較することにより、chain
間の相互作用を検討した。 
 
結果 
溶液の温度を変化させた実験より、「chain間の引力的相互作用の比較的強い部分
は、chainの中でもカルボキシル基に近い方である」と推測され、溶質のmethylene
の炭素数を変化させた測定より、「methyleneの炭素数が大きくなると、chain間の相
互作用の強い部分は、メチル基側に広がる」ということが推測される結果になった。
この結果は、細胞膜におけるリン脂質のchain部分の安定性には、疎水性相互作用
のみならず弱い相互作用による寄与もあることを示唆している。 
 
O
O
O
O
O
O
triglyceride (n=10) 
O
O
O
O
O
O
triglyceride (n=16) 
図 予想される、methyleneの炭素数増加によるtriglycerideの立体構造変化の概念図 
